
　那覇市⾧　宛

令和 年 10 月 9 日

団体構成員だけではなく、これから社会福祉士を目
指す学生と協働して行うことで新しい意見も多く考
えることができた。
また、社会福祉協議会の協力を頂き、多くの団体か
らの協力を得られることができている。

進捗が遅れているため、期限内に完了するように取
り組む。

3.これまでの活動の
振返り

【良かった点】

4.今後の事業予定

（何をいつ実施するか、対象者や実施場所、など）
　調査票情報のとりまとめを行いながら、取材等も並行して行う。
　情報をとりまとめ次第、パンフレット作り等に取り組む。

【改善点・今後につなげる点】

4

団体名　ななめの会

代表者　波名城　翔

担当者　波名城　翔

新型コロナウィルス感染症対応『市民活動チャレンジ助成事業』

中間報告書
令和4年　6　月　30　日付、那覇市指令市ま第　1038　号で交付決定の通知を受けた当該事業に
ついて、下記のとおり報告します。

1.事業名 支援者と大学の協働による誰も取り残さない生活困窮者支援のためのパンフレット作成事業

2.実施内容

（何をいつ実施したか(事務局会議は除く)、対象者や実施場所など）
　7月に団体構成員及び学生と事業計画及び役割分担について話し合いを行った。また、調査を行う際の
調査項目及び対象とする団体について検討を行った。
　8月は構成員及び学生と意見交換を行いながら対象団体の一覧リストを作成した。
　9月には順次調査票の依頼（掲載の可否）及び取材の可否について取り組んでいる段階である。9月末日
時点で情報提供可は30団体、取材可は28団体と回答を頂いている。



*中間報告書は、報告会で参加者に配布予定です。この報告書をもとに報告発表していただいても構いません。

5.写真
（簡単な説明文を記入）

6.活動の成果目標

7.現時点の成果目標達成
度　　（例:60%達成）

30%

生活困窮者支援団体のとりまとめを行い見やすいパンフレット作る

＊提出いただいた中間報告書は、ホームページにそのまま掲載予定です。枠を広げて構いませんが、2ページに収まるように記入して
ください。
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＊10月14日（金）　提出〆
＊提出方法:メールにて提出


